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強い日差しの中、賀茂川へ散歩に出かけると、子どもたちがセミの抜け殻を次々と見つけて

いました。園での活動を通して、夏の生命力を感じさせる景色が広がっていました。暑い日が

続く一方で、子どもたちは木陰を歩きながら元気に散策し、自然との出会いを楽しんでいま

す。水分補給をしつつ、夏ならではの体験を大切にしていきたいと思います。 

先月から、子どもたちが楽しみにしていたプール活動が始まりました。水の心地よさに触れ

ながら、子どもたちは笑顔で水遊びを楽しみ、その中で、少しずつできることも増えていま

す。水の冷たさや流れに興味を持ちながら、子どもたちが夢中になって遊ぶ姿が見られます。

水に触れる体験は、夏ならではの豊かな感覚遊びのひとつです。先月に引き続き、気温の高い

日が続く事が予想されますが、体調管理や水分補給、プールでの約束事をみんなで確認しなが

ら、安全に活動できるよう丁寧に取り組んでいきます。 

また、プール活動では保護者の皆さまにご協力いただき、子どもたちが安心して参加できる

環境が整っています。お忙しい中でのご協力ありがとうございます。これからも、子どもたち

と一緒に安全で楽しい夏の時間を過ごしていきたいと思います。 

～保育目標～ 
 

 

 

 

 ・12 日(水)～15日(土)お盆保育協力期間 

・21 日(金) プール終わり 

・31 日(月)～9 月 11 日(金) 

大谷大学の学生が実習に来られます。 

〇夏の生き物 

8月は、草木がぐんぐん伸び、地面の影も濃くなる季節です。 そんな夏の環境の中で、子

どもたちが特に夢中になっているのが「ダンゴムシ探し」です。 

園庭のすみや木の下、石の裏側など、子どもたちは“ダンゴムシがいそうな場所”をよく知っ

ています。 「ここにいるかも。」「そっとめくってみよう。」と友だちと相談しながら探す姿が

よくみられます。見つけた瞬間の嬉しそうな表情や、「丸くなった！」「こっちに歩いてる！」

と観察したことを言葉にする姿は、夏ならではの生き物との出会いが子どもたちの感性を豊か

にしていることを感じさせます。 

 

ダンゴムシは、子どもたちにとって身近でありながら、観察すると不思議がいっぱいの生き

物です。「どうして丸くなるの？」「何を食べているのかな？」 そんな疑問が自然と生まれ、友

だちと一緒に考えたり、先生に聞いてみたりしながら、探究心が育っていきます。 

ダンゴムシ探しは、子どもたちにとってただの遊びだけでなく、“見つける喜び”“友だち

と協力する楽しさ”“生き物を大切にする心” が育つ、夏ならではの豊かな体験です。 

触るのが少し怖かった子も、友だちが優しく手に乗せている姿を見て挑戦してみたり、丸ま

ったダンゴムシをそっと見守ったりと、それぞれのペースで関わり方を広げています。 生き物

に優しく接する気持ちが育つのも、夏の自然がくれる大切な学びだと感じさせられます。 

帰宅後には、是非、「今日は何を見つけたの？」「どこにいたの？」等、子どもたちの発見をゆ

っくり聞いてみてください。 ご家庭での会話が、子どもたちの中で園での経験をそっと育てて

いくのではないかと思います。 

〇 夏の体調管理について 
今年の夏は例年より暑さが厳しく、子どもたちも知らず知らずのうちに疲れがたまりやすい

時期です。 園でもこまめな水分補給や休息を取りながら過ごしていますが、ご家庭でも、帰宅

後はゆったり体を休める時間をつくっていただけると安心です。 早めの就寝や涼しい環境での

休息など、無理のないペースで過ごしていただければと思います。 

 

 

～ひまわり組(5歳児)～ 

・夏ならではの遊びを思い切り楽しみながら、約束を守り、自分で考え、行動でき

るようにする。 

～たんぽぽ組(4歳児)～ 

・約束を守り、夏の遊びを友だちと楽しむ。 

・夏の過ごし方を知り、自ら着替え、水分補給をする。 

～ちゅうりっぷ組(3歳児)～ 

・夏の遊びを友だちと関わりながら、楽しもうとする。 

～うさぎ組(2歳児)～ 

・水の感触を楽しみながら、全身を使って遊ぶ。 

～りす組(1歳児)～ 

・水の冷たさや心地よさを味わいながら思い切り楽しむ。 

～こりす組(0歳児)～ 

・夏ならではの遊びを十分に楽しみ、心身ともに安定して過ごす。 

～調理室～ 

・残さず食べれて、気持ちいいね。 

 

 

8月園だより 


